<論文> 「相互交流のコミュニケーション」を学ぶための、国語科の学習指導のあり方 by 有元 秀文
〈論
文
〉
「相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
学
ぶ
た
め
の
、
国
語
科
の
学
習
指
導
の
あ
り
方
要
旨立
旦
戸
言
語
教
育
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
国
語
教
育
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
学
習
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
研
究
で
は
、
先
ず
、
国
立
教
育
研
究
所
で
行
っ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
」
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
音
声
言
語
教
育
を
「
音
声
に
よ
る
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
次
に
、
先
行
の
μ孟
由
理
論
を
参
考
に
し
て
、
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
た
め
の
学
習
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
妻
察
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
学
習
モ
デ
ル
の
葺
勿
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
中
学
と
高
校
で
行
わ
れ
た
七
つ
の
授
業
実
践
を
分
析
し
評
価
し
た
。
最
後
に
、
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
「
学
問
尾
畑
中
等
法
の
改
善
」
に
つ
い
て
提
言
し
た
。
有
秀
文
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な
ぜ
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
か
- 13-
こ
れ
か
ら
の
国
語
教
育
で
は
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
人
と
人
が
言
葉
に
よ
っ
て
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
E
理
解
を
達
成
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
自
己
主
張
し
た
り
討
論
に
よ
っ
て
相
互
理
解
す
る
中
で
問
題
を
解
決
す
る
「
問
題
解
決
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
、
人
と
人
が
心
の
究
流
に
よ
っ
て
相
互
理
解
す
る
た
め
の
「
対
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
問
題
解
決
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
、
会
議
や
討
論
や
デ
イ
ベ
l
ト
が
含
ま
れ
、
論
理
的
に
思
考
し
論
理
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
「
対
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
日
常
の
会
話
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
含
ま
れ
、
論
理
よ
り
も
人
の
気
持
ち
に
共
感
し
人
の
心
情
を
思
い
や
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
主
な
理
由
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
は
、
子
供
達
が
、
変
化
の
激
し
い
木
{
女
定
な
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
問
題
解
決
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
第
二
に
は
、
子
供
述
が
、
い
じ
め
や
不
登
校
や
校
内
暴
力
や
学
級
崩
壊
が
蔓
延
す
る
時
代
に
、
葛
藤
の
多
い
人
間
関
係
の
中
を
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
対
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
二
種
類
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
語
教
育
の
「
聞
く
こ
と
話
す
こ
と
」
の
学
習
に
含
ま
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
「
読
む
こ
と
書
く
こ
と
」
の
学
習
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
対
話
や
討
論
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
読
む
こ
と
書
く
こ
と
」
の
学
習
は
さ
ら
に
深
ま
り
、
子
供
達
が
考
え
判
断
し
表
現
す
る
力
を
育
て
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
語
科
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
教
科
等
と
特
別
活
動
を
含
め
た
学
習
に
お
い
て
も
、
対
話
や
討
論
の
学
習
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
o
F語
科
教
育
は
基
礎
的
な
教
科
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
技
能
を
育
て
る
べ
き
で
あ
る
。
二
「コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
主
で
分か
った
、「
担且
交流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン」の否止
国
立
整
同
研
究
所
が
、
全
国
の
三
十
八
校
の
小
学
校
と
四
十
校
の
中
学
校
の
、
児
童
生
徒
と
教
師
を
対
象
に
し
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
-盟
主
合
唱
凶
1-3
斗
)
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
、
子
供
達
の
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
不
足
し
、
学
習
指
導
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
(
詳
細
は
、
有
元
、
-甲
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-
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甲
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ダ
ロ
)
(
一
)
子
供
達
の
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
不
足
先
ず
、
授
業
や
学
級
活
動
の
話
し
合
い
な
ど
の
「
問
題
解
決
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
-
児
童
生
徒
が
、
「
授
業
や
学
級
活
動
で
、
根
拠
や
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
自
分
の
意
見
を
話
す
こ
と
」
を
「
ょ
く
で
き
る
」
と
評
価
し
た
教
師
は、
小
学
校
で
も
中
学
校
で
も
わ
ず
か
四
%
で
あ
っ
た
。
-
「
学
級
活
動
の
話
し
合
い
」
を
好
む
小
学
生
は
二
O
%
だ
が
、
中
学
生
は
四
%
に
激
減
す
る
0
・
「
授
業
や
学
級
活
動
で
、
自
分
の
意
見
を
分
か
り
ゃ
す
く
話
す
こ
と
」
に
自
信
が
あ
る
小
学
生
は
一
五
%
だ
が
、
中
学
生
で
は
四
%
に
減
る
。
要
す
る
に
、
教
師
の
評
価
に
よ
る
と
、
多
く
の
子
供
達
は
授
業
や
学
級
活
動
で
「
論
理
的
な
意
見
発
表
」
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
子
供
達
は
「
話
し
合
い
」
に
対
す
る
意
欲
や
自
信
が
低
い
。
さ
ら
に
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
小
学
生
に
比
べ
る
と
、
中
学
生
の
方
が
意
欲
や
自
信
が
格
段
に
低
い
。
次
に
、
友
達
や
教
師
と
の
日
常
の
個
人
的
な
「
対
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
-
児
童
生
徒
が
、
「
教
師
に
対
し
て
単
語
だ
け
で
な
く
き
ち
ん
と
し
た
文
の
形
で
話
す
こ
と
」
を
「
ょ
く
で
き
る
」
と
評
価
し
た
教
師
は
、
小
学
校
で
は
わ
ず
か
四
%
、
中
学
校
で
も
三
%
で
あ
っ
た
。
-
児
童
生
徒
が
、
「
友
達
と
の
会
話
で
自
分
の
考
え
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
」
を
「
ょ
く
で
き
る
」
と
評
価
し
た
教
師
は
、
小
学
校
で
は
わ
ず
か
二
%
、
中
学
校
で
も
三
%
で
あ
っ
た
。
-
「
友
達
と
の
会
話
で
、
人
の
話
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
」
に
自
信
が
あ
- 14 
る
小
学
生
は
二
九
%
だ
が
、
中
学
生
で
は
一
九
%
に
滅
る
。
-
「
先
生
の
話
を
聞
い
て
よ
く
理
解
す
る
こ
と
」
に
自
信
が
あ
る
小
学
生
は
二
ハ
%
だ
が
、
中
学
生
で
は
八
%
に
減
る
。
要
す
る
に
、
教
師
の
評
価
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
達
は
自
分
の
考
え
を
教
師
に
も
友
達
に
も
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
子
供
達
は
「
友
達
や
教
師
の
話
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
」
に
対
し
て
自
信
が
な
い
。
さ
ら
に
、
特
銘
干
す
べ
き
こ
と
は
、
小
学
生
に
比
べ
る
と
、
中
学
生
の
方
が
そ
の
自
信
が
格
段
に
低
い
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
子
供
達
は
「
問
題
解
決
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
も
「
対
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
も
十
分
に
で
き
ず
、
自
信
も
意
欲
も
低
い
。
ま
た
、
自
信
や
意
欲
は
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
学
す
る
と
さ
ら
に
低
下
す
る
。
会
乙
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
学
習
指
導
の
不
足
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
習
尼
担
等
は
ど
の
程
度
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
表
一
は
、
教
師
質
問
紙
で
、
「
現
在
授
業
や
学
級
活
動
の
中
で
、
以
下
の
学
習
内
容
を
ど
の
程
度
の
頻
度
で
指
導
し
て
い
ま
す
か
。
」
と
尋
ね
た
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
学
校
も
中
学
校
も
国
語
科
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
教
科
の
授
業
と
学
級
活
動
を
合
計
し
て
、
「
一
学
期
間
に
数
回
以
上
学
習
す
る
」
と
答
え
た
教
師
の
比
率
で
あ
る
。
表一
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
さ
円
高
間
に
数
回
以
上
蓄
す
る
」
語
の
比
率
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ンの
掌
膏
「
一堂
期
間
に
数
回
以
上
学
習
す
る
」教
師
の
比
率
小
学
校
中
学
校
五
六
%
三
七
%
六
一
%
二
七
%
-
話
し
合
い
の
練
習
と
し
て
、
子
供
同
士
で
対
話
す
る
こ
と
.
ス
ピ
ー
チ
で
自
分
の
意
見
を
話
す
こ
と
-
児
童
生
徒
が
司
会
に
な
っ
て
学
級
で
討
論
す
る
こ
と
六
三
%
四
五
%
・
グ
ル
ー
プ
討
論
す
る
こ
と
四
八
%
四
六
%
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
六
%
三
%
・
デ
イ
ベ
l
ト
を
す
る
こ
と
九
%
六
%
{
調
査
実
施
時
期
】
小
学
校
(平
成
六
年
度
)
中
学
校
(平
成
七
年
度
)
{
調
査
対
象
者
】
小
学
校
(全
国
八
都
県
の
一一一八校
七
一
七
人
の
教
師
)
中
学
校
(全
国
八
都
県
の
凹
O
校
九
五
O
人
の
教
師
)
表
一
を
見
る
と
、
対
話
、
ス
ピ
ー
チ
、
学
級
討
論
は
、
小
学
校
の
方
が
中
学
校
よ
り
格
段
に
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
を
「
一
学
期
に
数
回
以
下
」
し
か
行
わ
な
い
教
師
が
、
小
学
校
で
は
約
四
割
、
中
学
校
で
は
約
七
割
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
子
供
が
司
会
を
す
る
学
級
討
論
を
「
一
学
期
に
数
回
以
下
」
し
か
行
わ
な
い
教
師
が
、
小
学
校
で
は
約
四
割
、
中
学
校
で
は
約
五
割
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
調
査
結
果
を
更
に
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
は
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
教
師
と
、
ほ
と
ん
ど
取
り
入
れ
て
い
な
い
教
師
の
両
極
に
分
か
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
(
詳
細
は
、
有
元
、
S
ま
P
5
3
P
}
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w
∞P
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w
n
)
(
三
)
子
供
達
に
不
足
し
て
い
る
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能山」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
」
の
調
査
結
果
か
ら
、
子
供
達
に
は
特
に
次
の
よ
う
な
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
」
が
不
足
し
、
十
分
な
指
導
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
【
問
題
解
決
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
}
-
十
分
に
情
報
収
集
し
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
よ
く
分
か
る
よ
う
に
、
相
恨
一 15一
拠
を
明
ら
か
に
し
て
伝
え
る
。
-
疑
問
点
を
積
極
的
に
質
問
し
、
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
は
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
批
判
す
る
。
・
質
問
に
対
し
て
明
確
に
答
え
、
批
判
に
対
し
て
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
答
え
た
り
反
論
し
た
り
す
る
。
・
積
極
的
に
意
見
を
出
し
合
い
、
建
設
的
に
相
互
批
判
し
て
問
題
や
課
題
を
解
決
す
る
。
{対
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
】
・
相
手
の
話
に
耳
を
澄
ま
せ
て
相
手
の
気
持
ち
に
共
感
し
、
相
手
の
考
え
を
理
解
し
立
場
を
思
い
や
る
。
・
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
思
い
や
っ
て
相
手
の
心
に
届
く
よ
う
に
諮
問
す
0
・
相
手
の
考
え
や
気
持
ち
を
思
い
や
っ
て
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
理
解
し
合
う
。
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
た
め
の
学
習
モ
デ
ル
(
一
)
先
行
の
μ孟
自
理
論
の
検
討
こ
の
よ
う
な
子
供
達
に
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
指
導
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
学
習
品
畑
中
等
法
が
最
適
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
先
行
の
学
習
理
論
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ヴ
イ
ゴ
ツ
キ
!
の
「
発
達
の
最
近
接
領
域
」
と
は
、
「
子
供
が
一
人
だ
け
で
問
題
を
解
決
す
る
実
際
の
発
達
段
階
と
、
大
人
の
助
言
や
よ
り
す
ぐ
れ
た
友
達
と
の
協
力
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
潜
在
的
な
発
達
段
階
の
聞
の
距
離
」
で
あ
る
。
(〈
uaoEハ〕
子
]
ヨ
∞・
宅
∞u
l∞
血)
子
供
達
は
、
周
囲
の
人
々
と
相
互
究
流
し
た
り
、
友
達
と
協
力
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
領
域
を
創
造
し
、
一
人
だ
け
で
問
題
解
決
す
る
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
。
な
き
)
こ
の
よ
う
な
学
習
理
論
に
立
っ
て
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
l
は
読
み
書
き
の
学
習
に
つ
い
て
、
⑦
機
械
的
で
退
屈
な
ド
リ
ル
で
は
な
く
笑
際
の
生
活
に
役
立
つ
こ
と
、
①
子
供
自
身
が
心
か
ら
必
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
①
技
能
を
訓
練
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
に
遊
び
な
が
ら
身
に
付
け
る
こ
と
、
を
主
張
し
た
(
宅
・
]
}
斗
|
ニ
甲
)。
レ
イ
ヴ
と
ウ
エ
ン
ガ
ー
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
状
況
的
学
習
論
は
、
①
共
同
体
に
他
者
と
と
も
に
協
同
的
に
参
加
す
る
実
践
的
な
活
動
の
過
程
で
行
わ
れ
、
②
知
識
の
注
入
に
終
わ
る
学
習
で
は
な
く
全
人
格
的
に
成
熟
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
総
合
的
な
学
習
、
を
主
張
し
た
(「
国
〈
何
持
者
g
m
q
S
2
・〉
『一-
E
o
s
-申
甲
m
F
)
。
ユ
ー
ロ
・
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ム
は
、
「
学
校
で
の
学
習
が
学
校
外
の
経
験
や
認
知
と
隔
絶
し
た
状
況
」
を
克
服
す
る
た
め
に
、
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
造
し
、
学
習
の
対
孝
乞
本
質
的
に
拡
張
す
る
「
学
習
の
拡
張
要
巴
を
提
案
し
た
。
(関口
加
g
q
O
B
]志
])
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ム
に
よ
れ
ば
、
「
学
習
の
拡
張
」
を
行
う
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
自
身
が
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
①
批
判
的
に
分
析
し
、
②
探
求
に
よ
っ
て
発
見
を
し
、
③
学
校
の
内
部
と
外
部
で
実
践
的
に
応
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
学
習
の
拡
張
」
は
、
地
域
共
同
体
の
中
で
の
多
く
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
協
同
的
で
活
発
な
意
見
交
換
を
通
し
て
達
成
さ
れ
る
。
(開
口
mg可
。
B
-唱
唱
ア
℃
司
-
M
U
AT
M
U
U
)
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
学
習
に
は
、
ヴ
イ
ゴ
ツ
キ
ー
が
主
張
し
た
子
供
達
の
自
発
的
な
相
互
協
力
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
学
習
- 16一
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
レ
イ
ヴ
と
ウ
エ
ン
ガ
ー
が
主
張
し
た
共
同
体
の
中
で
の
協
同
的
な
実
践
活
動
も
、
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ム
が
主
張
し
た
学
校
の
境
界
を
越
え
た
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
協
同
的
な
批
判
と
発
見
と
応
用
も
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
会
己
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
た
め
の
「
学
習
モ
デ
ル
」
図
一
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
」
を
解
消
す
る
た
め
に
偽
想
し
た
、
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
習
す
る
た
め
の
学
習
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
を
構
想
す
る
た
め
に
、
前
述
の
三
つ
の
学
習
理
論
に
共
通
す
る
特
性
を
抽
出
し
て
総
合
し
、
Y
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ム
の
拡
張
理
論
の
学
習
モ
デ
ル
(
肘
口
開
g
5
5
3
2
)
の
枠
組
み
を
修
正
し
た
。
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ム
の
学
習
モ
デ
ル
は
、
学
習
活
動
を
成
立
さ
せ
る
要
素
と
し
て
、
「
学
習
の
主
体
」
「
学
習
の
対
象
」
「
学
習
の
結
果
」
「
学
習
の
道
具
」
「
学
習
の
共
同
体
」
「
学
習
の
役
割
分
担
」
「
学
習
の
ル
l
ル
」
の
七
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
モ
デ
ル
」
で
は
、
教
師
の
意
図
と
子
供
の
動
機
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ム
の
モ
デ
ル
の
「
学
習
の
対
象
」
を
「
学
習
の
目
的
」
と
「
学
習
の
動
機
」
に
改
め
「
ま
自
の
結
果
」
を
削
除
し
た
。
ま
た
、
学
四
日
品
寝
室
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ム
の
モ
デ
ル
の
「
学
習
の
道
目
色
を
「
学
習
の
情
報
」
に
改
め
、
「
学
習
の
ル
l
ル
」
を
「
学
習
の
技
能
」
に
改
め
た
。
そ
の
結
果
、
図
一
の
よ
う
な
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
モ
デ
ル
」
を
構
想
し
た
。
図
の
上
端
に
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
成
立
さ
せ
る
七
つ
の
「
学
習
の
要
素
」
を
列
記
し
、
そ
の
下
に
「
学
習
の
要
素
」
の
特
徴
を
記
し
た
。
図
一
「
相
互
支
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
学
習
モ
デ
ル
学
習
の
要
素
「
学
習
の
要
素
」
の
特
徴
m
y〔
子
習
の
主
体
協
同
的
に
学
び
合
う
教
師
と
子
供
達
②
学
習
の
目
的
実
務
生
活
経
」
壬
、
全
入
信
に
成
熟
し
、
共
同
体
を
奪
え
る
③
学
習
の
動
機
子
供
の
関
心
と
意
欲
に
基
づ
く
内
発
的
な
動
機
@
子
習
の
共
同
体
芸
級
官
官
越
え
、
選
主
重
品
暫
定
吾
平
ツ
トワ
1
ク
@
字
習
の
役
割
分
担
お
互
い
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
協
同
的
な
役
割
分
担
@
字
習
の
情
報
共
同
体
の
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
収
集
し
た
情
報
⑦
学
習
の
技
能
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
四
「相互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
宅
ぶ
た
め
の
掌
脅
指
導
の
あ
り
方
- 17一
(
ニ
授
業
実
践
の
概
要
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
た
め
の
学
習
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
取
り
入
れ
た
七
つ
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
こ
の
授
業
実
践
は
、
国
立
教
育
研
究
所
国
語
教
育
研
究
室
で
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
「
い
じ
め
問
題
の
解
消
」
を
目
指
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(有
元
、
-
3斗
σ・
3
温
子
伺
)
で
行
わ
れ
た
十
九
の
授
業
実
践
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
聞
く
話
す
学
習
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
を
育
て
、
関
連
す
る
情
報
を
収
集
整
理
し
て
読
み
書
き
の
学
習
を
行
、
?
点
で
、
今
ま
で
の
国
語
教
育
の
範
鴎
に
入
る
。
し
か
し
、
広
く
情
報
を
収
集
し
て
人
権
や
差
別
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
た
り
、
子
供
達
の
日
常
の
人
間
関
係
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
す
点
で
は
、
社
会
科
や
道
徳
や
特
別
活
動
と
も
関
連
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
国
語
整
宵
の
「
聞
く
話
す
」
を
中
核
に
し
て
教
科
の
枠
を
越
、
え
た
横
断
的
総
合
的
学
習
の
実
践
と
と
ら
、
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
方
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
{
目
的
】
「
相
互
究
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
学
習
を
通
し
て
、
子
供
達
が
お
互
い
に
理
解
し
合
い
、
い
じ
め
や
差
別
や
暴
力
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
予
」
と
{
方
法
】
①
ロ
l
ル
プ
レ
イ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
「
対
話
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
l
シ
ヨ
ン
」
を
学
び
「
い
じ
め
問
題
」
を
解
消
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
を
身
に
つ
け
る
。
②
グ
ル
ー
プ
討
論
や
学
級
討
論
に
よ
っ
て
、
い
じ
め
や
差
別
や
人
権
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
「
い
じ
め
問
題
」
の
苓
質
的
な
解
消
を
目
指
す
。
(二
)
授
業
実
践
例
以
下
に
、
「
い
じ
め
解
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
実
施
し
た
授
業
実
践
の
う
ち
七
つ
の
実
践
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
。
(
詳
細
は
、
有
元
、
右
混
己
)
【実
践
一
}
話
し
手
と
聞
き
手
と
で
作
り
上
げ
る
対
話
的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(宮田
山
県
高
岡
市
立
南
星
中
学
校
、
第
一
学
年
、
出
町
之
孝
教
諭
指
導
)
〈指
導
の
ね
ら
い
》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
学
習
を
通
し
て
、
教
室
の
中
で
生
徒
が
心
を
開
い
て
自
由
に
自
分
を
語
り
、
友
達
の
話
を
優
し
く
共
感
的
に
聞
き
、
心
を
通
い
合
わ
せ
て
対
話
す
る
交
流
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
経
験
さ
せ
、
相
手
を
思
い
や
り
尊
重
す
る
意
識
を
育
て
る
こ
と
《学
習
活
動
V
中
学
一
年
生
を
対
象
と
し
た
二
時
間
の
単
元
。
一
次
は
、
タ
モ
リ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ピ
デ
オ
を
見
て
相
手
手
』
話
し
や
す
く
す
る
技
能
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
話
し
方
の
例
を
見
せ
て
生
徒
が
「
話
す
こ
と
メ
モ
」
を
音
き
、
教
師
が
評
価
の
観
点
を
示
す
。
二
次
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
を
交
替
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ゲ
l
ム
を
行
い
、
相
互
評
価
し
て
感
相
客
話
し
合
、
っ
。
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
〉
学
級
討
論
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
話
【実
践
一
一
】
い
じ
め
ら
れ
た
ら
ど
、
?
す
る
か
「
対
処
を
考
え
る
」
学
習
(
亙
口
鈴
宮
川
区
立
荏
原
第
六
中
学
校
、
第
二
月
平
牛
、
村
上
昭
夫
教
諭
指
導
)
〈指
導
の
ね
ら
い
〉
い
じ
め
の
ロ
l
ル
プ
レ
イ
を
経
験
し
、
立
場
を
入
れ
替
え
て
相
手
の
心
情
を
体
感
し
理
解
を
深
め
る
。
話
し
合
い
を
通
し
て
様
々
な
考
え
方
に
触
れ
視
野
を
広
げ
る
。
何
ら
か
の
方
法
で
解
決
で
き
る
と
い
、
♀
夫
成
芋
』
持
た
せ
る
。
〈学
習
活
動
》
中
学
二
年
生
を
対
象
と
し
た
三
時
間
の
単
元
。
一
次
は
、
「
友
達
と
は
」
「
傷
つ
け
ら
れ
た
こ
と
」
「
い
じ
め
と
は
」
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
書
く
。
二
次
は
、「
友
達
」
に
つ
い
て
の
思
い
や
考
え
を
発
表
し
合
っ
て
意
識
を
高
め
る
。
「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て
「
友
達
関
係
」
の
問
題
点
、
改
善
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
解
決
の
手
だ
て
を
見
い
だ
す
。
三
次
は
い
じ
め
の
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
演
じ
て
、
い
じ
め
を
解
決
す
る
た
め
の
手
だ
て
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
〉
ロ
l
ル
プ
レ
イ
、
グ
ル
ー
プ
討
論
、
学
級
討
論
【実
践
三
】
言
葉
の
暴
力
を
解
消
す
る
た
め
の
学
習
(
亙
円
蔀
杉
並
霊
富
士
見
丘
中
学
校
、
第
一差
、
千
霊
法
教
整
理
)
〈壇
場
の
ね
ら
い
〉
相
互
交
流
の
障
害
と
な
る
偏
見
や
差
別
意
識
を
含
ん
だ
言
葉
に
気
づ
き
、
人
権
を
尊
重
し
た
言
語
成
必
見
と
表
現
力
の
基
礎
を
培
っ
。
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《
学
習
活
動
》
中
学
二
年
生
を
対
象
と
し
た
七
時
間
の
単
元
。
一
次
は
、
身
の
回
り
に
あ
る
言
葉
遣
い
に
潜
む
偏
見
や
差
別
青
認
叫
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
、
自
分
の
体
験
と
、
言
葉
に
よ
る
い
じ
め
を
克
服
す
る
方
法
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
二
次
は
、
国
語
辞
典
を
活
用
し
て
偏
見
や
差
別
意
識
を
含
む
言
葉
を
収
集
し
て
発
表
し
、
性
別
や
個
人
に
よ
る
考
え
方
の
違
い
を
考
え
た
。
三
次
は
、
各
班
で
収
集
し
た
言
葉
の
使
わ
れ
方
と
回
避
の
仕
方
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
演
じ
て
改
議
昼
ヂ
乞
発
表
し
、
被
害
者
に
手
紙
を
書
く
。
第
四
次
は
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
た
め
に
意
見
交
換
し
感
想
を
書
く
。
《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
》
意
見
発
表
、
対
話
の
ロ
l
ル
プ
レ
イ
、
学
級
討
論
【
実
践
四
】
部
活
動
を
通
し
た
「
お
も
い
や
り
・
助
け
合
い
」
の
学
習
ー
ー
ー
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
‘
ャ
ー
ー
(
東
京
都
板
橋
区
立
板
橋
第
四
中
学
校
、
第
一
学
年
、
近
藤
政
男
教
諭
指
導
)
〈指
導
の
ね
ら
い
〉
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
一
つ
の
こ
と
を
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
た
め
に
は
、
助
け
合
っ
た
り
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
《学
習
活
動
〉
中
学
校
一
年
生
を
対
象
と
し
た
四
時
間
の
単
元
。
一
次
は
、
「
部
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」
と
い
う
題
で
作
文
を
書
く
。
二
次
は
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し
合
う
。
三
次
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
お
互
い
に
発
表
し
合
い
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
質
問
意
見
を
書
く
。
四
次
は
、
出
さ
れ
た
質
問
と
意
見
を
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
ま
と
め
る
。
《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
》
グ
ル
ー
プ
討
論
、
意
見
発
表
、
学
級
討
論
実
践
五
}
自
己
実
現
を
促
す
学
習
の
取
り
組
み
|
|
身
近
な
人
と
の
話
し
合
い
活
動
か
ら
体
験
学
習
へ
|
|
(
神
奈
川
県
川
崎
直
げ
茜
生
田
中
学
校
、
第
二
学
年
、
白
井
理
教
諭
指
導
)
〈
指
導
の
ね
ら
い
》
家
族
や
周
囲
の
人
と
支
え
合
い
な
が
ら
自
己
を
成
長
さ
せ
て
い
く
生
き
方
を
学
ぶ
。
〈学
習
活
動
V
中
学
校
二
年
生
を
対
象
に
し
た
二
時
間
の
単
元
。
一
次
は
、
死
刑
囚
の
ビ
デ
オ
と
島
委
縮
症
の
少
女
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
班
ご
と
に
ま
と
め
る
。
身
近
な
人
に
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
対
話
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
感
想
を
書
く
。
二
次
は
、
二
名
の
親
を
交
え
て
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
論
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
フ
リ
l
ト
|
キ
ン
グ
を
す
る
。
三
次
は
、
話
し
合
い
の
結
果
に
基
づ
い
て
日
常
生
活
で
あ
い
さ
つ
や
ご
み
ひ
ろ
い
を
実
行
す
る
。
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
〉
対
話
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
グ
ル
ー
プ
討
論
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
学
級
の
フ
リ
l
ト
1
キ
ン
グ
【
実
践
六
】
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
情
報
収
集
・
発
表
・
話
し
ム
口
い
の
尚
子
問
自
(
福
井
県
立
武
生
東
高
等
学
校
、
第
二
学
年
、
吉
田
繁
教
諭
指
導
)
《指
導
の
ね
ら
い
》
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
調
査
し
た
り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
の
尊
厳
や
思
い
や
り
に
つ
い
て
の
意
識
を
深
め
、
友
達
や
地
域
の
人
々
と
相
互
交
流
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
を
学
ぶ
。
〈学
習
活
動
〉
高
校
二
年
生
を
対
象
に
し
た
六
時
間
の
単
元
。
一
次
は
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
役
割
分
担
し
調
査
計
画
を
立
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
二
次
は
、
文
献
調
査
や
学
校
外
の
機
関
や
施
設
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い
、
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
発
表
の
準
備
を
す
る
。
三
次
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
発
表
内
谷
に
つ
い
て
質
疑
応
答
と
19一
グ
ル
ー
プ
討
論
と
学
級
討
論
を
行
う
。
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
〉
グ
ル
ー
プ
討
論
、
電
話
、
グ
ル
ー
プ
調
査、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
ス
ピ
ー
チ
、
質
疑
応
答
、
学
級
討
ι問{実
践
七
}
劇
や
発
表
、
デ
イ
ベ
l
ト
な
ど
を
通
し
て
「
障
害
者
差
別
」
に
つ
い
て
考
え
た
討
論
集
会
(
福
井
県
立
武
生
東
高
等
学
校
、
全
学
年
、
吉
田
繁
教
諭
指
導
)
〈指
導
の
ね
ら
い
〉
全
校
討
論
集
会
に
よ
っ
て
、
自
己
表
現
や
相
互
理
解
活
動
を
促
進
し
、
情
報
収
集
や
発
表
や
話
し
合
い
の
力
を
育
て
、
広
い
視
野
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
人
権
意
識
を
高
め
る
。
合
子
習
活
動
》
全
校
生
徒
に
よ
る
学
校
祭
で
の
特
別
活
動
。
①
実
行
委
員
会
が
話
し
合
っ
て
、
討
論
集
会
の
テ
l
マ
を
「
障
害
者
の
差
別
を
考
え
る
」
と
決
め
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
企
画
し
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
。
②
生
徒
や
地
域
社
会
の
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
す
る
。③
{学
校
祭
の
討
論
集
会
】
先
ず
、
デ
ィ
ペ
l
ト
の
導
入
と
し
て
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
劇
を
演
じ
る
。
次
に
、
デ
イ
ベ
l
ト
を
行
い
、
会
場
と
も
意
見
交
換
す
る
。
さ
ら
に
、
事
前
に
取
材
し
た
生
徒
や
地
域
の
人
々
の
意
見
を
ビ
デ
オ
で
流
す
。
《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
》
企
画
の
話
し
合
い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
、
劇
、
デ
ィ
ベ
l
ト、
討
論
(
三
)
授
業
実
践
の
分
析
と
評
価
七
つ
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
、
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
学
習
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
分
析
し
評
価
し
た
い
。
評
価
の
観
点
は
、
前
述
の
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
モ
デ
ル
」
を
構
成
す
る
七
つ
の
「
学
習
の
要
素
」
で
あ
る
。
①
「
学
習
の
主
体
」
は
「
協
同
的
に
学
び
合
う
教
師
と
子
供
達
」
か
。
す
べ
て
の
実
践
で
、
教
師
が
一
方
的
に
子
供
だ
け
を
「
学
習
の
主
体
」
に
仕
立
て
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
教
師
と
子
供
が
協
同
的
に
共
に
学
び
合
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
教
師
、
だ
け
が
正
解
を
知
っ
て
い
て
子
供
に
答
え
さ
せ
る
学
習
で
は
子
供
だ
け
が
学
習
の
主
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
つ
の
笑
践
で
は
い
ず
れ
も
、
子
供
達
が
ど
の
よ
う
に
活
却
す
る
か
を
教
師
は
予
測
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
子
供
の
自
主
的
で
創
造
的
な
活
動
を
守
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
師
自
身
が
新
た
な
発
見
を
し
子
供
と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
②
「
学
習
の
目
的
」
は
「
実
際
の
生
活
に
役
立
ち
、
全
人
格
的
に
成
熟
し
、
共
同
体
を
変
え
る
こ
と
」
か
。
す
べ
て
の
実
践
で
、
実
際
生
活
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
を
育
て
、
人
緩
や
差
別
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
人
格
的
に
成
熟
し
、
学
校
や
家
庭
や
地
域
の
共
同
体
の
改
善
に
貢
睦
9
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
実
際
の
生
活
に
役
立
ち
共
同
体
を
変
え
る
実
践
的
な
学
習
を
行
う
た
め
に
、
す
べ
て
の
実
践
で
、
従
来
の
教
科
の
枠
組
み
を
越
え
た
総
合
的
な
学
習
を
行
っ
た
。
①
「
学
習
の
動
機
」
は
「
子
供
の
関
心
と
意
欲
に
基
づ
く
内
発
的
な
動
機
」
・4
Mす
べ
て
の
実
践
で
、
既
成
の
教
科
書
教
材
等
を
使
用
し
な
い
で
、
子
供
達
の
内
発
的
な
動
機
を
尊
重
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
「
実
践
七
」
以
外
は
す
べ
て
教
師
が
課
題
を
設
定
し
た
が
、
子
供
達
が
興
味
を
持
つ
こ
と
を
最
優
先
し
て
、
身
近
で
ど
の
子
供
で
も
気
楽
に
取
り
組
め
る
剖
問
題
を
設
定
し
た
。
@
「
学
習
の
共
同
体
」
は
「
学
校
の
境
界
を
越
え
、
地
域
や
家
庭
と
連
携
し
た
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
。
- 20-
実
践
一
、
二
、
三
、
四
で
は
教
室
の
中
で
、
学
校
内
で
も
学
校
外
で
も
応
用
し
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
相
互
理
解
の
た
め
の
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
に
つ
い
て
学
習
し
た
。
一
方
、
実
践
五
、
六
、
七
は
い
ず
れ
も
学
校
外
の
父
母
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
情
報
収
集
や
相
互
交
流
や
問
題
解
決
の
学
習
を
行
い
、
学
校
の
外
へ
学
習
の
ネ
Y
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑤
「
学
習
の
役
割
分
担
」
は
「
お
互
い
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
協
同
的
な
役
割
分
担
」
か
。
す
べ
て
の
実
践
で
、
「
お
互
い
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
協
同
的
な
役
割
分
団
」
に
よ
っ
て
、
対
話
に
よ
る
相
互
理
解
や
討
論
に
よ
る
問
題
解
決
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
す
べ
て
の
活
動
で
教
師
は
管
理
や
指
導
で
は
な
く
、
子
供
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
に
努
め
た
。
@
「
学
習
の
情
報
」
は
「
共
同
体
の
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
収
集
し
た
情
報
」
か
。
実
践
一
、
二
は
「
教
室
の
共
同
体
」
の
子
供
同
士
の
学
習
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
を
活
用
し
た
。
実
践
三
は
「
{
掛
か
庭
や
学
校
や
地
域
の
共
同
体
」
の
、
実
践
四
は
「
学
校
の
共
同
体
」
の
、
笑
践
五
、
六
、
七
は
「
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
広
い
共
同
体
」
の
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
収
集
し
た
情
報
を
活
用
し
た
学
習
で
あ
る
。
⑦
「
学
習
の
技
能
」
は
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
」
か
。
す
べ
て
の
実
践
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
話
し
合
い
、
討
論
、
デ
イ
ベ
l
ト
な
ど
の
う
ち
復
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
そ
の
中
で
対
話
や
問
題
解
決
の
た
め
の
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
」
を
学
習
し
た
。
五
「翌
棄
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
主
主
た
め
の
蓄
指
導
法
量
匡
一
対
す
ゑ
警
子
供
達
が
変
化
の
激
し
い
不
安
定
な
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
「
生
き
る
カ
」
を
育
て
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
学
習
島
等
法
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
《
提
言
二
「
生
き
る
互
の
基
礎
と
な
る
相
互
理
解
や
問
題
解
決
の
力
を
育
て
る
た
め
に
、
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
」
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
(詳
細
は
「
二
(
三
)
」
参
照
)
〈提
言
二
V
「相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
」
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
モ
デ
ル
」
に
よ
る
学
習
を
実
践
す
る
必
要
が
あ
る
。
(詳
細
は
「
三
(
二
)
」
参
照
)
〈提
言
三
》
「
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
各
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
-
対
話
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ス
ピ
ー
チ
、
意
見
発
表
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
グ
ル
ー
プ
討
論
、
学
級
討
論
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
イ
ベ
1
ト、
フ
リ
l
ト
l
キ
ン
グ
、
劇
、
取
材
活
動
や
電
話
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
(
詳
細
は
「
四
(
二
)
」
参
照
)
{参
照
文
献
}
有
元
秀
文
、
(-
3
E)
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
・
小
学
校
報
告
書
、
国
立
教
育
研
究
所
有
元
秀
文
、
(】甲ヨ白
)
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
・
中
学
校
報
告
書
、
国
- 21一
立
教
育
研
究
所
有
元
秀
文
、
(
】
唱
ヨ
σ)
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
室
で
見
た
、
い
じ
め
解
消
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
の
開
発
、
国
立
教
育
研
究
所
研
究
集
録
第
お
号
有
元
秀
文
、
(
右
混
同
)
相
互
交
流
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
た
め
の
指
導
法
の
あ
り
か
た
、
日
本
語
学
1
9
9
8年
1
月
臨
時
増
刊
号
、
明
治
書
院
有
元
秀
文
、
(
苫
混
σ)
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
の
論
理
的
な
表
現
指
導
の
あ
り
方
|
|
小
中
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
の
分
析
|
|
人
日
本
語
学
2
月
号
、
明
治
書
院
有
元
秀
文
、
(-3∞
円
)
相
互
交
流
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
表
現
指
導
の
あ
り
か
た
|
|
小
学
校
・
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
|
|
、
「
早
稲
田
大
学
園
誇
教
育
研
市
色
第
回
集
、
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会
有
元
秀
文
、
(
同
志
∞
己
)
い
じ
め
解
消
を
め
ざ
し
た
ス
ピ
ー
チ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
技
能
の
開
発
に
関
す
る
総
合
的
研
究
|
|
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
開
発
を
基
礎
と
し
て
|
|
|
平
成
8
年
度
1
9年
度
科
学
研
究
務
稿
助
金
(
基
盤
研
究
(
B
)
(
l
)
)
研
究
成
果
報
告
書
有
元
秀
文
、
(-
3∞刊
)
共
同
体
を
変
え
る
道
具
と
し
て
の
教
室
の
ス
ピ
ー
チ
ジ
ャ
ン
ル
|
|
|
い
じ
め
解
消
を
め
ざ
し
た
日
豪
の
授
業
の
会
話
分
析
、
「
国
語
科
整
問
」
第
話
集
、
全
国
大
学
国
語
教
育
全
会
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